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太誌 4月号で,我々は 牧現在我国の物性物理学の研究体制 廿に関す る特集記

事を掲載したOここ一年余 りの問に我々が経験して来た種々の大学間確を,個

別.の大学で閉じた問題 としてではな く,研究者としての立場から,大学の枠を

越えた共通の問題 として取 り上げ,対処 していこうとい うのが,そのそもそも

の意図であ ったO 研究者グループとい う,この経緯を,ルーズ夜結びつ きであ

る人間集団か ら,最 も有効な運動が展開で きるかどうかは疑問であるにせ よ,

個々の大学を越えた研究体制の由に,ひとつの大学の中では顕現化され得 なか

った矛盾が浮 き彫 りにされる可能性は大いにあ り,叉,研究者 とい う共通の基′ー

盤か ら問題を掘 り下げて行 く過程で生まれる連帯の意識は,個別の壕での斗い

-の新たな原動力となることは,'/歩 くとも確信していいのではないだろうかO

叉,研究者集団としてなし得る具体的なことは,素朴 を人間的欲求や示平不満

か ら発 した身近を改良斗争の域を,少 くとも当面は出ない として も,基太的 な

方向に関する不断の検討を怠らない限 り,小さな斗争の積み重ねを通 して研究

者 ひとりひとりの中に蓄え られて行 く,来たるべ き明日-のェネルギーを,戟

々は信じたい｡

その様 な不満のひとつの形として,春以来の試みの中で議論されて来た問題

吃,研究者間の格差,学問の中央集中とそれに伴 う弊害に関する問題があるO

それは,例 えば研究条件等の大学間の格差の問題 として も考察されて来たこ と

は周知のことであるが,現在の我が国に於る物性研究体制の現状を明らかに し-

て行 くにつれ,その様を格差を少 くすることをその使命の一端としてい るはず

(と我 々が信 じて釆産 ところ)の共同利角研さえも,将にその格差を決定的に

するため.匿機能 し,中央偏重に拍車をかけているのではないかと思われる市が

多々あることに気付いたO

叉,研究体制のみでなく,学問その ものに関 して も, 日々刻々情勢の変化 して
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いる中で,十数年前の発足 当時め共同利用所のイノー汐がそのま 今ゝ 日でも通

用 しえないのは当然であ9,共同利用研が現在ひとつの曲り角に来ていること

は,衆目の一致す るところであろ うOこの様 な観点か ら,我 々は春の特集の続

編 とい う形で,共同利用研 とその周辺の問題に焦点をしぼ り,特集を設けるこ

とに決定 したO

折しも,前回の物小委 (10月 19日開催)では, q物性研 と大学改革の問

題 tt及び "物性研の将来計画 吋に関する問題が議題に なり,次回の物小委 (莱

春開催予定)で継続審議されることになっているU)で ,こU)問題をよ-り多くo:)研究者が

検討できるためU)資料を提供するという点からも,こUj特集は時童を得ていると考えるO

さて ,具体 的 を企 画 と しては ,まず 物性 関係 U)共 同利用桝 で あ る物性

研 究 所 及 び基礎物 理学研 究 所 U.)堺 状 を ,4月号 の場 合の よ うな ,表 向 き

の準 営 と機 構か ら J･もう一歩 つ っ こんで 'Lその内情 を関係者に分析･しても

らったO又,- 16年前,わが国最初の共同利用研 としての基研を設立された湯

川教授に,現時点での共同利用研のめり方等忙関す る展望智,インタヴューの

形で斯かせていただいたOその内容 とも的連のあることであるが,基研 と大学

との関係が云々される時には必ず 金科 玉条の如 く語 られる 代相互尊重,相互不

干渉 サの精神について,今一度初心にもどって検討を加えることを試みたO次

VTL, このiJk,基研の物性グループのメンバーが中心になり, この特等の企画中

発想と基太的Vこぼ一致す る意図を もって行 った ところの, 二基研に?いてのア

ンケー トJけ･をま とめ,そこか ら現存の共同利用研に対するい くつかの声なき声

をひろいあげてみたO名古屋に於 る秋の分科会でのインフォーマル ･ミーティ

ングの討論内容を議長の立場か ら,又新旧メンバーによる物小委 (10月 19

冒)管-委 員の立場か ら,それぞれまとめて もらったO 最後に,前述の物小委

での議題である物性研の問題に閑適 して, 物性研所長の 代大学改革 と物性研 け

在る文章を,物性研た､よりか ら再録 し,それに対す る意見等を,今後の共 同利

用研のあり方 に対する考えを含めて, いく人かの人達にまとめていただいた0

時間の関係から原稿を一般募集す る余裕が なく,今回は編集部の一存で限 られ

た方 々に原稿を依頼 したが, よ一り広 くの研究者か らの投稿を,随時歓迎す るO

ここに提供 した資料は,問題提起の段 階で,現状況下での理想的な共同利用

研に対す る明確 な膏写寛脅作成するに充分で孜い ことは明白であるが, これま
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で共同利用研は自分達 とは怒 りのない高靖の花であると考えて来た人達に,.令

一度 これは関し連分野の全ての研究者の問題であるt と_を思いを こさせ,今後の

積極的を議論-の発端にを 少得 るをらば,我 々はこの特集を編集 した意義があ

った と思う｡

尚,物性研究編集部では,今年度の企画 として,研究体制に鰐す る二度の特

集 と, ｢物性物理学を如何 に発展させるべ きか｣とい う懸賞論文募集 (締切は

45年 2月 20日)を行 った｡この企画は,来年度以後 も何 らかの形で続けて

い く予定で あるが,読者諸子の忌博を き勧意見の寄せ られる､こ とを希望するO

基研 の あ り方 を め ぐって

名大理 長 岡 洋 介

最初に,最近基研であった二つの出来事を紹介 したいO

-つは,京大で機動隊が導 入され',▲封鎖が解除_された直後の ことであるO基

所でも,顔員の中か ら機動隊導入に抗議 しようとい う声がか こり,,抗議声 明を

出す ことが考 え られた｡ しかし,その事を討議しようとした所員会で,湯田所

長か ら, ｢大学 と共同利用研である基所 とは,相互尊重,相互不干渉でや って∫

い くべ きで,大学のとった捨置に抗議夜どす空 きでは夜h o ｣とい う強い意 見

が出され,声~明を出す話は立消え把を･1たとのこ.とであるO

もうーっQj:, 6月にあ った研究部 員会寒でのことであるO この会議では,莱

春に予定されている湯川所長 の定年退官後のLことが論毒されてりたのであるが,

そこで,宇宙線グループか ら運営委員会あてに提出されていた要望書が紹介 さ

れたOそれは ¶湯川所長は余人を もってかえがたい方 だか ら,退官後 も実 質的

な所長 として基研の指導者で あ っていただ きたい 叶との趣旨であ ったO これに

対 し,主 として素粒子論グループに属する部員の中か ら猛然たる反論が湧 きお

こ ったの で'あ らたO

私は,tれらのエ ビソー守 で,基研の直面 しているつ ぎの問題点を指摘 した
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